
１ はじめに

本学では、情報コミュニケーション学部学
生が利用できるコンピュータとして、Win-
dowsXPパソコンを約２４０台、Machitoshパソ
コンを約５０台設置している。すべて利用者
は、配布された利用者IDとパスワードを使
いログインして、パソコンを利用する。研究
は、インターネットに接続された約２９０台の
パソコンの利用状況（どの学生がどのパソコ
ンに何時ログインし、ログアウトしたか）を
収集し活用するためのパソコン利用管理シス
テムの開発をした。システムを利用すること
により、教室（最大５８台のパソコン）にいる
学生のログイン状況を把握、過去の利用状況

の確認を行うことが可能になった。今まで
は、調べるのが難しかった学生個別のパソコ
ン利用についても把握することも可能になっ
た。

２ パソコン利用管理システム

システムは、パソコン利用時のログインお
よびログアウトの情報（パソコン名、利用者
ID、時刻）をWebサーバ経由でデータベース
に収集する（１）収集システムと、収集した
利用情報を検索・表示する（２）表示システ
ムに分かれている。表示システムの利用は、
学内イントラネット内からとし、セキュリ
ティ確保のためBASIC認証を行っている。
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本学では学生への連絡に電子メールを用いており、学生は登校すると電子メールの確認を
行っている。著者は、学生のパソコン利用状況（WindowsXPおよびMachintosh）を把握するた
め、利用時間を計測するシステムを開発した。本システムを活用することにより、パソコン室
利用の出席の代用、トラブル時に誰がパソコンを利用していたかを把握、大学内での活動を探
る学生指導の道具としても活用可能である。
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（１）収集システム
WindowsおよびMachintoshには、ログイ

ン時、およびログアウト時にスクリプトを実
行させる機能が備わっており、本システムで
は独自にスクリプトを記述・登録することに
より、スクリプト内で情報を収集する。次
に、パソコン側のスクリプト、サーバ側のス
クリプトの処理について説明する。
１）パソコン側の処理
ログオンスクリプトおよびログオフスクリ

プトを用意して、パソコン名および利用者
ID、時刻をWebサーバに送信する。
２）Webサーバ側の処理
送られてきたURLに含まれる情報を元に

データベースにログイン情報を記録する。記
録は、ログイン時のリクエストを一時記録用
DBに保存し、ログオフ時のリクエスト時に
一時記録用DBと連結し、１レコードにして
記録用DBに書き出す。

（２）表示システム
Webブラウザから現在のログイン状況検索

とログイン履歴を基にしたログイン履歴検
索、個人履歴検索を行うものである。
１）ログイン状況検索
現在のパソコンの状況を表示するものであ

る。表示には一時記録用DBを利用し、教室
レイアウトによる表示、パソコン番号順によ
る表示、利用者ID順による表示の３種類か
ら選べるようにしている。さらに、授業開始
時刻を選ぶことができ、授業中の利用者の出
席状況確認として使うこともできる（図３－
図５）。
２）ログイン履歴検索
教室毎に日時を指定して利用状況を表示す

るものである。おなじく、表示には記録用
DBを利用し、教室レイアウトによる表示、
パソコン番号順による表示、利用者ID順に
よる表示の３種類から選べるようにした。さ
らに、学生の出席状況把握のために、１週間

前と１週間後の容易に表示できるようにリン
クを設けている（図６）。
３）個人履歴検索
利用者IDを指定して、カレンダーにパソ

コンを利用した日を表示するものである（図
７）。欠席の多い学生をいち早く探し出し、
指導に役立てることも可能である。

３ データベース

システムでは、データベースMySQLを用
いる。一時記録用DBのcurrentとログアウト
時に記録する保存用DBのloginを用意した。
Currentは、クライアントからのログイン情
報の一時記録用とし、ログアウトの要求時に
currentにあるログイン情報と併せてloginに
記録する。

（１）MySQLのSQL

４ ログイン・ログアウトスクリプト

（１）WindowsXP
ActiveDirectoryの図１グループポリシー

画面でログインスクリプトとログオフスクリ
プトを設定する。スクリプトは、Windowsで
備えているVBScriptを用いて記述した。

筑波学院大学紀要３ ２００８

―１３６―

CREATETABLE c̀urrent̀(
c̀_pc̀varchar(16)NOTNULL,
c̀_datè datetimeNOTNULLdefault'0000-00-0000:00:00',
c̀_number̀varchar(16)NOTNULL,
c̀_modè tinyint(4)NOTNULLdefault'-1',
PRIMARYKEY(̀c_pc̀)
)ENGINE=MyISAMDEFAULTCHARSET=latin1;
CREATETABLE l̀ogiǹ (
l̀_seq̀ int(11)NOTNULLauto_increment,
l̀_datè datetimeNOTNULLdefault'0000-00-0000:00:00',
l̀_pc̀varchar(16)NOTNULL,
l̀_number̀varchar(16)NOTNULL,
l̀_modè tinyint(4)NOTNULL,
l̀_status̀tinyint(4)NOTNULLdefault'0',
l̀_date2̀ datetimeNOTNULLdefault'0000-00-0000:00:00',
PRIMARYKEY(̀l_seq̀),
KEY l̀_datè (̀l_datè)
)ENGINE=MyISAMDEFAULTCHARSET=latin1;



１）ログインスクリプト

２）ログオフスクリプト

（２）Machintosh
LoginHookとLogoutHookをrootユーザか

らPC全台に登録する。スクリプトはMacin-
toshにPHPが既存でインストールされてい
るのでこれを用いて記述した。
１）LoginHookとLogoutHookの登録

２）/etc/.LoginHook

３）/etc/.LogoutHook

４）/usr/local/bin/login.php

５）/usr/local/bin/logout.php

５ Webサーバ側ログオン情報保存

（１）Webサーバスクリプト
Webサーバは、apache２を用い、スクリプ

トは、PHPとPEARを用いて記述した。デー
タベースにはMySQLを用いている。
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<?php
if(isset($_REQUEST['pc'])&&isset($_REQUEST['id'])&&
isset($_REQUEST['mo'])){
require_once("DB.php");

$dns="mysqli://login:password@localhost/login";
$option=array(
"autofree"=>TRUE,
"debug"=>1,
"portability"=>DB_PORTABILITY_ALL

);
$db=DB::connect($dns,$option);
if(DB::isError($db)){
exit;

}
$t=time();
$cu['c_date']=$data['l_date']=date("Y-m-dH:i:s",$t);
$cu['c_pc']=$data['l_pc']=$_REQUEST['pc'];
$cu['c_number']=$data['l_number']=$_REQUEST['id'];
$cu['c_mode']=$data['l_mode']=$_REQUEST['mo'];
$db->autoExecute('login',$data,DB_AUTOQUERY_INSERT);
$result=$db->autoExecute('current',$cu,DB_AUTOQUERY_INSERT);
if(PEAR::isError($result)){
//currentにレコードが存在するので読み込む
$sql="SELECT*FROMcurrentWHEREc_pc='".$cu['c_pc']."'";
$res=$db->query($sql);
$cr=$res->fetchRow(DB_FETCHMODE_ASSOC);
$res->free();
//currentに最新レコードを上書き
$result = $db-

>autoExecute('current',$cu,DB_AUTOQUERY_UPDATE,
"c_pc='".$cu['c_pc']."'");

//loginからログイン時のレコードを読み込む
$sql="SELECT*FROMloginWHEREl_date='".$cr['c_date']
."'ANDl_pc='".$cr['c_pc']."'";

$res=$db->query($sql);
$lr=$res->fetchRow(DB_FETCHMODE_ASSOC);

図１ グループポリシー画面

SetobjShell=Wscript.CreateObject(“Wscript.Shell”)
SetobjNetwork=Wscript.CreateObject(“Wscript.Network”)
SetHTTP=CreateObject(“MSXML2.XMLHTTP”)
HTTP.Open“GET”,”http://192.168.0.1/login.php?id=”&_
objNetwork.UserName&“&pc=”&objNetwork.ComputerName&_
&“&mo=0”,False
HTTP.Send

SetobjShell=WScript.CreateObject(“Wscript.Shell”)
SetobjNetwork=Wscript.CreateObject(“Wscript.Network”)
SetHTTP=CreateObject(“MSXML2.XMLHTTP”)
HTTP.Open“GET”,”http://192.168.0.1/login.php?id=”&_
objNetwork.UserName&“&pc=”&objNetwork.ComputerName&_
&“&mo=1”,False
HTTP.Send

#!/bin/sh
/usr/bin/php/usr/local/bin/login.php$1$HOSTNAME

sudodefaultswritecom.apple.loginwindowLoginHook/etc/.LoginHook
sudodefaultswritecom.apple.loginwindowLogoutHook/etc/.LogoutHook

#!/bin/sh
/usr/bin/php/usr/local/bin/logout.php$1$HOSTNAME

<?php$pc=split('\.',$argv[2]);
$url='http://192.168.0.1/login.php?id='.$argv[1].'&pc='.$pc[0].'&mo=1';
file_get_contents($url);
?>

<?php
$pc=split('\.',$argv[2]);
$url='http://192.168.0.1/login.php?id='.$argv[1].'&pc='.$pc[0].'&mo=0';
file_get_contents($url);
?>



６ 表示システム画面
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$res->free();
if(isset($lr)){
//レコードがあった
$lr['l_date2']=$cu['c_date'];
if($cu['c_mode']=='0'){
if($lr['l_mode']=='1'){
$lr['l_status']=1;//正常処理

}else{
$lr['l_status']=3;//ありえないけど書いておく

}
}else{
if($lr['l_mode']=='1'){
$lr['l_status']=4;//以前に使っていた人はLogoutしていない
}else{
$lr['l_status']=2;//以前に使っていた人はLogoutした

}
}
$result=$db-

>autoExecute('login',$lr,DB_AUTOQUERY_UPDATE,
"l_seq='".$lr['l_seq']."'");

}
}
$db->disconnect();
}
?>

図２ トップ画面

図３ ログイン状況検索・教室

図４ ログイン状況検索・パソコン番号

図６ ログイン履歴検索

図５ ログイン状況検索・学籍番号



７ 今後の展開

今後は次の２つの機能を追加する予定である。

（１）バッチ処理によるアラート検索
授業の出席不足を早期に発見し、電子メー

ルで管理者に送信するものである。主に学生
の生活指導等に役立てたいと考えている。

（２）出席一覧表
授業の情報（科目名、授業を行った日時、

出席時間の閾値）をデータベースに登録しお
き、それを元に出席一覧を表示するものであ
る。

８ 最後に

本研究で用いたスクリプトは、著者が独自
に開発したものであり、オープンソースとし
て提供する。
本研究で用いたスクリプトの入手先
http://www.tsukuba-g.ac.jp/t/yamanoi/program/

著者への連絡先
e-Mail:yamanoi@tsukuba-g.ac.jp
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図７ 個人履歴検索


